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2021 年 年頭に当たって 
校長  平石 英一 

 

皆様、新年あけましておめでとうございます。新型コロナウイルス感染症第３波到来の真

っただ中、2021年を迎えました。様々な制約を余儀なくされ、健康管理に細心の注意を払

わねばならなかった昨年の状況から、今年は少しでも改善されることを切に願わずにはいら

れません。 

さて、フランスの作家ジュール・ベルヌを知っている方も多いと思います。「十五少年漂

流記」や「海底二万哩」、「月世界旅行」など、日本でも多くの本が翻訳され、長年にわたっ

て子どもたちに愛されています。世界で最も多く翻訳された作家とも言われ、東京ディズニ

ーシーのアトラクション「海底二万マイル」もベルヌの小説をもとに作られています。 

ジュール・ベルヌは、フランスのナントという港町に生まれ育ちました。幼いころから空

想好きで、ナントに訪れてくる船乗りたちの話を聞いては冒険心と想像力をかきたて、将来

は海の英雄になることを夢見ていたそうです。そんな彼の名言に『人間が想像できることは、

必ず人間が実現できる』があります。ベルヌが父に宛てた手紙に書かれていたというのが通

説です。ベルヌの言葉通り、現代では一昔前には空想の範囲でしかなかったものが当たり前

のように使われるようになりました。離れたところにいる無線技術は、トランシーバー、携

帯電話、そしてスマートフォンへと発展し、社会になくてはならないものとなりました。タ

ッチパネルひとつをとっても夢の技術です。無人で運転する自動車、時間を遡って写真を撮

るカメラ、料理をするロボット…。科学と技術の進歩は人々の想像を形に変えてきました。

そして、教育界においても同様のことが言えます。学校と各家庭、子どもたちをオンライン

で結ぶロイロノートやZOOM。GIGAスクール構想が、令和3年度からは、いよいよ現実の

ものとして本格的にスタートしていきます。 

とすれば、この先も人間の想像を実現し続けることができるならば、この新型コロナウイ

ルスを即座に解析し、ワクチンを作る技術や特効薬も生まれてくることでしょう。「必ず実

現できる！」ことに期待感をもって、今年1年を過ごしてまいりましょう。 

そして、子どもたちが元気に安全・安心な生活を送ることができるよう、私たち教職員、

しっかり気を引き締めて努めてまいります。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 
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